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あけましておめでとうございます。いよいよ３学期
がっき

です。生活
せいかつ

リズムを整
ととの

え、 

「早寝
はやね

、早
はや

起き
お  

、朝
あさ

ごはん」で元気
げんき

に過ごし
す  

ましょう。 

感謝
かんしゃ

の心
こころ

で…『いただきます』 

 みなさんは食事
しょくじ

のとき、「いただきます」「ごちそうさま」とあいさつ

をしていますか？「いただきます」は、私
わたし

たちが自然
しぜん

の恵
めぐ

みや生
い

き物
もの

の命
いのち

をい

ただいて生
い

きていることからきています。「ごちそうさま」は、漢字
か ん じ

で「御馳走
ご ち そ う

様
さま

」と書
か

きます。これは、「食事
しょくじ

を作
つく

るために作物
さくもつ

を育
そだ

てたり、食材
しょくざい

を

集
あつめ

めたり、料理
りょうり

をしたりと、かけまわってくださってありがとうござ

いました」という意味
い み

がこめられています。どちらも、感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを表
あらわ

す言葉
こ と ば

です。 

私
わたし

たちが、毎日
まいにち

口
くち

にしている食
た

べものは、たくさんの人
ひと

の手
て

を介
かい

して食卓
しょくたく

へと運
はこ

ばれ

ています。生
せい

産業
さんぎょう

に従事
じゅうじ

する人
ひと

、食材
しょくざい

などを運搬
うんぱん

する人
ひと

、販売
はんばい

する人
ひと

、調理
ちょうり

をする人
ひと

な

どによって、私
わたし

たちの食生活
しょくせいかつ

は支
ささ

えられているのです。 

今
いま

の日本
に ほ ん

は、お店
みせ

にはさまざまな食
た

べものが並
なら

び、お金
かね

さえあれば好
す

きなものが手
て

に入
はい

るように思
おも

われます。しかし、日本
に ほ ん

の食 料
しょくりょう

自給率
じきゅうりつ

（日本
に ほ ん

で消
しょう

費
ひ

されている食 料
しょくりょう

のうち、

どのくらい国内
こくない

で生産
せいさん

されているかを示
しめ

す）は３８ ％
パーセント

（令和６年度 カロリーベース）、

残
のこ

りの約
やく

６０％は海外
かいがい

からの輸入
ゆにゅう

にたよっているのが現状
げんじょう

です。もし輸入
ゆにゅう

がとまってし

まったら…。 

食
た

べ残したり、買
か

いすぎて捨
す

ててしまったりすることはありませんか？毎日
まいにち

食事
しょくじ

ができ

ることに感謝
かんしゃ

しましょう。そして、食
た

べものを大切
たいせつ

にしましょう。 

 

年始
ね ん し

の“食
しょく

”あれこれ 
 

おせち料理
りょうり

  もともとは、季節
きせつ

の変
か

わり目
め

の節句
せっく

に年
とし

神様
がみさま

に供
そな

える料理
りょうり

でした。やがて、節句
せっく

の中
なか

で正月
しょうがつ

がもっとも重要
じゅうよう

ということから、正月
しょうがつ

料理
りょうり

だけをいうようになりました。五穀
ごこく

豊穣
ほうじょう

、無病
むびょう

息災
そくさい

、子孫
しそん

繁栄
はんえい

を願
ねが

い、田作
たづく

り（ごまめ）は豊作
ほうさく

を願
ねが

って、栗
くり

きんとんは黄金色
こがねいろ

の財宝
ざいほう

にたとえ、

えびは長寿
ちょうじゅ

の願
ねが

いをこめて…と、それぞれの料理
りょうり

にめでたい由来
ゆらい

があります。 
 

雑煮
ぞ う に

  お正月
しょうがつ

に雑煮
ぞうに

を食
た

べる風習
ふうしゅう

は、室町
むろまち

時代
じだい

に始
はじ

まります。広
ひろ

く食
た

べられるようになったのは

江戸
え ど

時代
じだい

からで、野菜
やさい

や魚介類
ぎょかいるい

を混
ま

ぜて煮
に

たことから「煮
に

まぜ」ともよばれました。また、雑煮
ぞうに

は年越
としこ

しに年
とし

神様
がみさま

に供
そな

えた餅
もち

や野菜
やさい

などで作
つく

り、家族
かぞく

の健康
けんこう

を願
ねが

いました。西日本
にしにほん

は丸餅
まるもち

、東日本
ひがしにほん

は切
き

り

餅
もち

、関西
かんさい

は白
しろ

みそ、愛知
あいち

はたまりしょうゆ、香川県
かがわけん

高松
たかまつ

市
し

周辺
しゅうへん

はあん餅
もち

に白
しろ

みそ…と、汁
しる

のだしや

具
ぐ

に地域
ちいき

の特色
とくしょく

が豊
ゆた

かにあらわれています。 

 

七草
ななくさ

がゆ   １月７日の朝
あさ

に春
はる

の七草
ななくさ

をかゆに入
い

れて食
た

べ、

無病
むびょう

息災
そくさい

を願
ねが

います。この風習
ふうしゅう

は今
いま

から 1300年
ねん

ほど前
まえ

に中国
ちゅうごく

から伝
つた

わり、宮 中
きゅうちゅう

で行
おこな

われ、江戸
え ど

時代
じだい

には庶民
しょみん

にまで広
ひろ

まり

ました。七草
ななくさ

がゆを食
た

べるとお正月
しょうがつ

の間
あいだ

に疲
つか

れた胃腸
いちょう

をやす

ませる効果
こうか

があり、また、七草
ななくさ

には薬効
やっこう

があるといわれます。       



 

 


